
リサイクル活動 ２月２・３日 

入学説明会 ２月１０日 

卒業生を送る会に向けて 
２月２５日に予定されている

卒業生を送る会は、全校児童が一

度に体育館に入ることができま

せん。今年度は、２学年ごとの時

間差で行う予定です。１年生は、

６年生に教室へ来てもらって似

顔絵を描きました。他学年も、式

場に飾られる垂れ幕を作ってい

ます。当日は、きっと下級生の気

持ちが伝えられる心温まる会に

なりそうです。 

今年度は、例年地域の方に協力

をしていただいている資源回収

ができませんでした。それでも、

校内では福祉環境委員が、児童に

呼びかけてリサイクル活動をし

ています。登校した児童は、アル

ミ缶や牛乳パックを委員に渡し、

委員はその後、整理をしました。

持続可能開発目標ＳＤＧｓの一

環でもあります。ご協力ありがと

うございました。 

 

        庭  に 花  咲  く 
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 ２月３日の立春を過ぎてから、日に日に暖かさを感じる日が多くなりました。校庭では、チューリップが

芽を出し始め、校庭の白梅も花をつけました。桜の木もかたいつぼみを風に揺らしています。新型コロナウ

イルス感染予防のため、新１年生の入学説明会も保護者だけの参加となり、まだまだ例年通りとはいきませ

んが、２月２５日の卒業生を送る会に向けて、６年生も下級生も準備を進めています。６年生にとっては、

卒業式まであと１か月足らずです。３月は、最後のまとめの月として、６年生は中学校入学に向けて、他の

学年も次の学年への進級の準備を意識して生活していきます。引き続き、児童の見守り、支援・応援をよろ

しくお願いいたします。 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 新型コロナウイルス感染予防のため、

急遽新１年生が参加する体験入学は中止

し、保護者対象の入学説明会だけを行い

ました。配付された封筒の中には、１年

生からのメッセージと、いっしょに作る

予定だった「すみっこちゃん」が入れら

れました。ＰＴＡ会長さんから、ＰＴＡ

活動の紹介をしていただきました。新１

年生の入学をお待ちしています。 



二分の一成人式(４年) １月１６日 

日々の活動より  ３年(博物館 ZOOM 見学) 放送朝礼 教育相談 

地域代表者教育懇談会 

 

 

 

 

 

 

  

   

   

二分の一成人式を迎えるにあ

たり、保護者の方には、１か月以

上前から幼少期の写真の準備や、

過去の自分調べにご協力をいた

だき、本当にありがとうございま

した。 

家庭へのオンラインでの式の

実施という変更をしましたが、児

童は今まで育ててくれた親への

感謝、これからどう生きていくか

の決意を胸に、立派に発表をする

ことができました。 

例年行われている地域代表者教育懇談会は、今年度は資料を送付し、ご意見を返信していただく方法で行

いました。学校を応援していただけるお言葉をはじめ、たくさんの下記のようなご意見をいただきました。 

・コロナ渦の中、いろいろと工夫をして授業数の確保をしていただき、ありがとうございます。 

・臨時休校のため学習の未消化があるのではないでしょうか。これからも、子どもたちの学力向上をめざし、

がんばっていただきたいです。 

・できることを精いっぱいやって、よい思い出や経験になるよう、家族も本人たちを励ましたいと思います。 

・あいさつが基本です。元気にあいさつができる子どもに指導してください。 

・本当に先生方は予防に努め、しっかり対策されている学校生活で送っていると感じ、子どもたちも安心し

て、自分でも気をつける日常を過ごせていると思いました。 

 

学校生活の様子をお知らせします。上段の写真は、教室で行われている放送朝礼の様子、音楽の卓上飛

散防止ガードを利用した授業の様子、３年生が起小や三条小の児童といっしょにオンラインで行った博物

館見学の様子です。いつもとは少し異なる取り組みです。 

下段の写真は、クラブ見学や教育相談、６年生の卒業アルバム用の学年写真の撮影が行われている様子

です。日常的に新型コロナウイルス感染予防に配慮しつつ、制限の多い学校生活ですが、どうすればでき

るかと考え工夫して、児童の学校生活の充実を図っています。 


